
昭
和
四
十
六
年
度

栗

駒

町

埋

蔵

文

化

財

報

告

宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
鳥
矢
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古
墳
調
査
概
報

栗

駒

町

教
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委

員

会
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は

し

ワ,ユ

き

栗
原
郡
栗
駒
町
所
在
の
当
鳥
矢
崎
古
墳
は
、
栗
駒
町
教
育
委
員
会

の
委
嘱
に
よ
り
、
東
北
大
学
教
授
高
橋
富
雄

・
東
北
学
院
大
学

教
授
加
藤
孝

・
築
舘
女
子
高
教
諭
金
野
正
ら
が
調
査
員
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。

こ
の
地
か
ら
は
古
く
馬
具
等
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
も
す
で
に
聞

い
て
お
り
、
そ
の
地
点
も
ほ
ぼ
確
か
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
ほ
か
に
も
か
な
り
の
古
墳
が
群
集
墳
と
し
て
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
か
な
り
前
か
ら
実
地
調
査
に
よ

っ
て
確
認
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
馬
具
出
土
地
が
は
た
し
て
こ
の
地
点
の
古
墳
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
性
格

の
古
墳
に
属
す

る
の
か
を
、
正
式

の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
希
望
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
町
教
育
委
員

会

の
要
請
を
入
れ
て
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
に

つ
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
二

つ
の
異
な

っ
た
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。　
一
つ
は
、
こ
れ
が
、
西
南
型
高
塚
古
墳
の

北
上
し
た
そ
の
北
限
を
な
す
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
岩
手

。
青
森
方
面
に
所
在
す
る
い
わ
ゆ
る
蝦
夷
塚
古
墳
の
南
限
と
な
る
も
の
か
、

そ
の
ど
ち
ら
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。

い
ず
れ
に
し
・て
も
、
こ
れ
が
古
代
に
お
け
る
中
央
系
文
化
と
北
方
蝦
夷
系

文
化
の
接
点
に
な
る
も
の
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
予
想
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
二

つ
の
可
能
性

の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
属
す
る
か

に
よ

っ
て
、
こ
の
地
帯
の
文
化
の
帰
属
が
は

っ
き
り
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

調
査
結
果
は
、
予
想
に
反
し
て
、
こ
の
古
墳
群
は
、
そ
の
二
系
統

の
文
化
が
、
前
段
階
と
後
段
階
と

い
う
形
で
こ
こ
に
共
存
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
た
ま
た
ま
選
定
し
た
二

つ
の
古
墳
の
う
ち
、　
一
つ
は
商
方
系
で
古
く
、
も
う

一
つ
は
北
方
系
で
新
し
い



と

い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
こ
と
に
珍
し

い
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
系
統
を
異
に
し
た
文
化
が
共
存
す
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

予
想
も
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ

っ
た
し
、
そ
れ
が
偶
然
選
ん
だ
も

の
に
よ

っ
て
検
証
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
こ
と
も
く
す
し
き
因
縁
で
あ

る
。
出
土
の
金
鋼
製
帯
金
具
も
、
セ

ッ
ト
を
な
し
て
完
全
に
近

い
形
で
掘
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
貴
重
こ
の
上
も
な

い
。
今

後
、
奈
良
―
平
安
初
期
に
か
け
て
の
宮
城
県
北
、
岩
手
県
南

の
歴
史
を
解
明
す
る
重
要
な
遺
跡
と
な
る
と
思
う
。

調
査
に
協
力
さ
れ
た
方

々
に
あ

つ
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な
遺
跡
が
、
悔

い
を
残
さ
な

い
形
で
保
存
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

昭

和

四

十

七

年

八

月

発

掘

責

任

者

一品

橋
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一
、
調

査

概

要

―

遺

跡

の

所

在

宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
鳥
矢
崎
字
猿
飛
来

２

調

査

年

月

日

昭
和
４６
年
３
月
２０
日
イ
同
３
月
２７
日
。

３

調

査

責

任

者

宮
城
県
栗
駒
町
教
育
委
員
会
教
育
長

４
　
調
　
　
査
　
　
員

東
北
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
一局
　
橋
　
富
　
雄

東
北
大
学
助
教
授
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
田
　
　
　
泉

東
北
学
院
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
　
　
孝

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校
教
諭
　
氏
　
家
　
和
　
典

宮
城
県
築
館
女
子
高
等
学
校
教
諭
　
金
　
野
　
　
　
正

栗
駒
町
文
化
財
保
護
委
員
　
　
　
　
注込
　
藤
　
主
　
税

５

調

査

補

助

員

東
北
学
院
大
学
考
古
学
研
究
部
員
二
九
名
、
他
二
名
、
合
計
三

一
名
。

（部
　
員
）

菅
　
原
　
　
　
了

河
東
田
　
俊
　
一

小

玉

敏

広

佐
々
木

幸

紀

川

畑

修

二

児
　
玉
　
卯
太
良

鈴

木

実

夫

木

村

浩

二

横

山

直

満

篠

原

信

彦

才
　
木
　
貴
美
子

遊

佐

講

子

松

川

玲

子

佐
々
木
　
知
枝
子

佐

藤

基

子

佐

山
　
一承
　
子

白
　
石
　
千
枝
子

古
　
山
　
美
代
子

横

山

敏

子

（Ｏ
　
Ｂ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
崎
　
　
　
準

東
北
大
学
工
学
部
大
学
院
研
究
生
　
一局
　
島
　
成
　
侑

渡 小 結

辺 水 城

泰 達 慎

伸 夫 一

鳥 深 佐 川 高 宮 中
々

山 沢 木 村 倉 崎 山

恵 博 啓  敏 芳 清

美 美 子 正 明 春 人

二
、
鳥
矢
崎
古
墳
群
調
査
日
誌

二
月
二
十
日
　
晴

一
号
墳
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午
前
十

一
時
、　
一
号
墳
墳
項
に
於
い
て
慰
霊
祭
を
行
な
う
。
午
後
、
作
業
開

始
。
表
土
剥
離
の
後
、
墳
丘
に
東
西
四
メ
ー
ト
ル
×
八
メ
ー
ト
ル

・
南
北
ニ
メ

ー
ト
ル
×
八
メ
ー
ト
ル
の
十
字
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
墳
丘
中
央
部
を
Ｃ
区
と
し
、

南
北
ト
レ
ン
チ
の
南
側
を

一
区
と
し
て
、
以
下
左
ま
わ
り
に
二
区
か
ら
八
区
ま

で
を
便
宜
上
分
割
し
た
。
石
室
が
出
現
。
測
量
の
方
は
、
コ
ン
タ
ー
及
び
ト
レ

ン
チ

ｏ
石
組
み
を
実
測
。

二
号
墳

一
号
墳
と
同
様
に
午
後
、
作
業
開
始
。
表
土
剥
離
の
後
、
墳
丘
に
ニ
メ
ー
ト

ル
×
八
メ
ー
ト
ル
の
十
字
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
墳
丘
中
央
部
を
Ｃ
区
と
し
、　
一

号
墳
同
様
に

一
区
か
ら
八
区
ま
で
便
宜
上
分
割
し
た
。
測
量
の
方
は
墳
丘
の
断

面
図
を
作
成
す
る
。

二
月
二
十

一
日
　
晴

一
号
墳

墳
丘
中
央
部
の
石
組
の
検
出
と
並
行
し
て
石
室
内
部
の
掘
り
込
み
を
行
な
う
。

石
室
は
亀
腹
状
に
な
り
、
石
室
内
よ
り
小
石
ま
じ
り
の
黒
色
土
層
と
枕
石
ら
し

き
石
が
検
出
さ
れ
た
。
同
追
の
調
査
を
行
な
う
。

二
号
墳

墳
項
下
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
西
側
に
木
棺
の

一
部
と
そ
の
東
側

に
鉄
製
品
の
酸
化
物
を
検
出
す
る
。
周
追
は
Ｕ
字
形
を
な
す
白
色
粘
土
が
検
出

さ
れ
た
。
測
量
の
方
は
コ
ン
タ
ー
を
作
成
。

二
月
二
十
二
日

晴

一
号
墳

石
室
北
側
付
近
の
実
測
を
行
な
う
。
玄
門
部
及
び
羨
道
部
を
確
認
す
る
。
石

室
の
方
向
は
南
面
で
あ
る
。
周
追
は
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
Ｕ
字
形
を
な
す

白
色
粘
土
が
検
出
さ
れ
た
が
西
側
及
び
南
側
は
不
明
で
ぁ
る
。
西
側
の
墳
丘
裾

部
よ
り
河
原
石
列
が
検
出
さ
れ
た
。

二
号
墳

木
棺
は
幅
○

・
七
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
二

・
三
五
メ
ー
ト
ル
で
、
内
部
よ
り
馬

具
等
の
鉄
製
品
の
酸
化
物
を
検
出
す
る
。
周
追
に
於
い
て
は
、
北
側
か
ら
西
側

に
か
け
て
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
白
色
粘
土
を
検
出
す
る
。
北
東
部
の

周
追
内
よ
り
土
師
器
重

一
個
体
分
の
破
片
を
出
土
し
た
。

二
月
二
十
三
日
　
晴

一
号
墳

石
室
内
に
敷
か
れ
た
小
石
を
取
り
除
く
作
業
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
深
さ

四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
羨
を
検
出
。
南
側
の
前
庭
部
よ
り
須
恵
器
甕

一
個

体
分
が
出
土
し
た
。

二
号
墳

木
権
の
南
側
の
端
部
を
調
査
す
る
。
そ
の
結
果
、
本
格
は
幅
○

・
七
メ
ー
ト

ル

・
長
さ
二

・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
周
海
は
北
側
が
顕
著
で
あ
る
が
南
側
は

不
明
で
あ
る
。

二
月
二
十
四
日
　
晴

一
号
墳
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石
室
の
積
石
を
清
掃
し
て
写
真
撮
影

・
積
石
の
実
測
図
作
成
を
行
な
う
。

二
号
墳

木
棺
は
傾
斜
面
を
利
用
し
て
置
か
れ
て
い
る
組
合
せ
式
木
棺
で
あ
り
、
棺
内

に
鉄
製
品
の
酸
化
物
が
出
土
し
た
。
墳
丘
の
断
面
を
調
査
す
る
た
め
に
、
東
西

に
Ｏ

・
五
メ
ー
ト
ル
×

一
〇

・
〇
メ
ー
ト
ル

・
南
北
に
Ｏ

・
五
メ
ー
ト
ル
×
八

・
○
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
周
追
の
幅
は
二

・
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

自
色
粘
土
層
の
厚
さ
は
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

２υ
。

二
月
二
十
五
日
　
晴

一
号
墳

石
室
積
石
の
写
真
撮
影

・
実
測
図
作
成
を
行
な
い
調
査
を
終
了
す
る
。

二
号
墳

墳
丘
の
清
掃
を
行
な
い
写
真
撮
影
及
ぴ
木
棺
の
実
測
図
作
成
を
行
な
う
。

二
月
二
十
六
日
　
晴

二
号
墳

本
棺
内
部
の
調
査
を
行
な
う
。
木
棺
内
東
北
隅
の
側
板
に
内
接
し
て
帯
金
具

が
出
土

。
木
棺
東
南
隅
で
は
、
本
格
外
側
の
封
土
中
に
蕨
手
刀
が
出
土

・
木
棺

中
央
部
よ
り
人
骨
片
が
出
土
し
た
。
写
真
撮
影
を
行
な
う
。

二
月
二
十
七
日
　
晴

二
号
墳

木
棺
内
部
の
人
骨
及
び
木
棺
底
板
の
検
出
を
行
な
う
。
写
真
撮
影

。
実
測
図

作
成
を
行
な
い
す
べ
て
の
調
査
を
完
了
す
る
。

三
、
遺
跡
の
所
在

鳥
矢
崎
古
墳
群
は
、
宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
鳥
矢
崎
字
猿
飛
来
に
所
在
す
る
。

遺
跡
は
、
二
迫
川
と
二
迫
川
に
は
さ
ま
れ
、
東
北
山
脈
か
ら
東

へ
向

っ
て
の
び

る
音
状
の
丘
陵
上
に
所
在
し
、
現
在
三
二
基
の
円
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
発
掘
調
査
は
、
最
小
限
の
発
掘
に
よ
り
、
追
跡
の
規
模
、
性
格
を
明
ら
か
に

に
し
、
こ
れ
を
永
く
保
存
す
る
た
め
の
手
掛
り
を
得
る
べ
く
、
既
に
盗
掘
に
あ

っ
て
い
る
も
の

一
基
の
完
全
調
査
を
行
な
い
、
又

一
基
の
み
新
た
に
発
掘
を
行

な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
遺

発
掘
さ
れ
た
古
墳
は
、
古
墳
群
中
の
下
方
に
あ
り
、
盗
掘
の
痕
を
と
ど
め
て

い
る
古
墳

（第

一
号
墳
）
及
び
、
斜
面
上
方
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
西
に
位

値
し
、
東
西
に
並
ぶ
二
基
の
内
東
側
の
古
墳

（第
二
号
墳
）
で
あ
る
。
発
掘
は

共
に
樹
木
伐
採
、
下
草
刈
り
の
後
、
墳
丘
に
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
十
字
ト
レ
ン
チ

を
設
定
、
内
部
主
体
の
検
出
後
に
発
掘
区
を
拡
大
す
る
方
向
で
行
な
わ
れ
た
。

▼
第

一
号
墳

（図
版
６
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

傾
斜
面
に
所
在
す
る
、
直
径
六

・
三
メ
ー
ト
ル
〔
高
さ
○

。
六
メ
ー
ト

・，レ
ほ
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ど
の
円
墳
で
あ
る
。
南
側
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
北
、
東
、
西
に
か
け
て
幅

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
浅
い
周
温
が
め
ぐ

っ
て
い
る
。
墳
丘
上
に
露
出
し
て
い
た

河
原
石
は
、
表
土
除
去
後
に
石
室
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
墳
丘
は

盗
掘
を
受
け
て
か
な
り
損
傷
し
て
い
る
が
、
墳
丘
東
南
麓
を
中
心
に
人
頭
大
の

河
原
石
で
土
止
め
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

内
部
主
体
は
、
破
壊
を
受
け
て
い
た
が
、
石
室
西
側
壁
を
中
心
に
破
壊
を
免

が
れ
た
部
分
が
あ
り
、
原
形
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
古
墳
の
内
部
主
体
は

南
に
開
日
す
る
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
石
室
の
大
き
さ
は
南
北
に
三

・
五
メ
ー

ト
ル
、
東
西
に
二

・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
北
側
に
長
さ
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

幅
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
凝
灰
岩
割
石
を
置
き
、
石
室
の
左
右
に
は
大

小
の
河
原
石
を
並
べ
て
両
袖
形
石
室
の
プ
ラ
ン
を
作
り
出
す
。
玄
門
に
あ
た
る

部
分
は
左
右
に
細
目
の
大
石
を
置
い
て
区
切
り
と
し
て
あ
る
。
石
室
東
壁
は
攪

乱
が
激
し
い
が
、
西
壁
は
保
存
が
よ
く
、
石
積
み
が
二
段
ま
で
認
め
ら
れ
る
。

天
丼
石
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

石
室
内
は
地
山
を
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
り
下
げ
、
土
療
を
作
る
。

土
残
内
に
は
砂
利
を
混
え
た
黒
土
が
充
満
し
て
お
り
、
遺
体
や
遺
物
は
出
土
し

な
か
っ
た
。
羨
道
部
も
損
壊
が
著
し
く
、
石
組
み
も
儘
か
に
西
側
に
残
る
の
み

で
あ
る
が
、
黒
色
上
の
落
込
み
を
追
求
し
た
と
こ
ろ
で
は
墳
丘
南
裾
に
至
る
扇

形
に
広
が
る
平
面
を
も

っ
て
い
る
。

こ
の
羨
道
前
面
の
周
追
内
よ
り
、
土
器
片
が
出
土
し
た
。
破
片
で
あ
る
が
、

内
黒
平
底
の
土
師
器
界
、
土
師
器
鉢
、
須
恵
器
甕
及
び
須
恵
器
小
破
片
で
あ
る
。

石
室
の
高
さ
は
、
現
高
で
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
復
元
し
て
も
石
組

み
は
三
―
五
段
程
度
の
、
高
さ
三
〇
―
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
し
か
な

ら
ず
、
横
穴
式
石
室
の
プ
ラ
ン
を
も

っ
て
は
い
る
が
、
遺
体
の
納
入
は
天
丼
部

か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
本
古
墳
の
主
体
は
、
河
原
石

に
よ

っ
て
築
造
さ
れ
た
、
横
穴
式
石
室
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
竪
穴
式
石
室
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

遺
体
の
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
土
療
を

一
種
の
墓
猿
と
し
て
、
屈
葬
の
如
き

葬
法
を
と

っ
た
か
、
或
い
は
玄
室
奥
部
の
凝
灰
岩
を
枕
石
と
し
た
伸
展
募
で
ぁ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
周
追
内
に
自
色
粘
土
が
散
布
し
て
お
り
、
後
述
の

第
二
号
墳
周
追
と
同
様
の
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
第
二
号
墳

（図
版
７
）

第

一
号
墳
の
北
西
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
斜
面
に
所
在
し
、
東
西
に
二
基

並
列
す
る
円
墳
の
東
側
に
あ
た
る
。
墳
丘
直
径
は
七

・
○
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一

。
一
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
周
追
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
墳
丘
は
地
山
上

に
木
炭
片
を
合
む
灰
褐
色
粘
土
質
の
上
で
築
造
さ
れ
、
上
面
は
赤
褐
色
土
で
お

お
わ
れ
て
い
る
。
墳
丘
南
裾
で
は
凝
灰
岩
の
破
片
が
敷
石
状
に
散
布
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
地
山
の
露
出
し
た
も
の
と
判
明
し
た
。
こ
の
部
分
で
は
周
追
も
浅

く
な

っ
て
お
り
、
ま
た
西
南
部
で
は
墳
裾
部
と
こ
の
岩
盤
を

一
致
さ
せ
、
土
止

め
に
利
用
し
て
い
る
。
周
追
は
黒
色
土
の
堆
積
の
下
に
厚
さ

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
白
色
粘
土
を
敷
き
つ
め
て
あ
る
。
こ
の
白
色
土
中
よ
り
須
恵
器
界
破

片
が
出
土
し
て
い
る
。
墳
項
下
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
、
墳
丘
の
ほ
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ぼ
中
心
に
南
北
に
長
軸
を
置
い
た
組
合
せ
木
棺
が
出
土
し
た
。
本
棺
は
全
長
二

・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇

・
七
メ
ー
ト
ル
で
、
本
質
の
保
存
が
き
わ
め
て
よ
く
、

底
板
、
側
板
、
本
国
板
の
組
み
合
せ
が
観
察
で
き
る
。
棺
内
に
は
、
全
面
に
銹

化
し
た
鉄
製
品
が
出
土
し
た
。
土
化
し
た
も
の
が
多
い
が
、
馬
具
の

一
部
ら
し

き
も
の
が
見
ら
れ
る
。
　
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
る
と
、　
本
格
内
に
頭
を
北
に
向

け
た
人
骨

一
体
分
が
出
土
し
た
。
人
骨
は
肋
骨
、
腰
骨
、
大
腿
骨
の

一
部
な
ど

で
あ
る
。
遺
体
頭
部
の
東
側
に
金
銅
製
鈴
帯
金
具

一
括
、
鉄
製
刀
子

一
点
が
出

土
、
棺
外
東
側
封
土
中
よ
り
は
蕨
手
横
刀

一
振
が
出
土
し
た
。

本
棺
の
底
板
は
斜
面
に
そ

っ
て
北
が
や
や
高
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
墳
丘
を

東
西
に
横
斬
る
幅
○

・
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
木
棺
の
部
分
を
除
い
て
設

定
し
、
墳
丘
断
面
を
観
察
し
た
が
、
棺
床
や
棺
座
は
認
め
ら
れ
ず
、
木
棺
は
直

葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

周
追
内
か
ら
は
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
土
師
器
重
及
び
須
恵
器
台
付
界
が

復
元
可
能
で
あ

っ
た
。

五
、
遺

◎

金

属

製

品

（図
版
８
の
上
）

第
二
号
墳
出
土
の
、
金
鋼
製
鈴
帯
金
具
、
鉄
製
刀
子
、

他
に
土
化
し
た
鉄
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

・
金
銅
製
鋳
帯
金
具

第
二
号
墳
組
合
せ
本
棺
内
の
北
東
隅
か
ら
出
土
し
た
。
出
土
状
況
は
皮
帯
に

着
装
し
た
も
の
を
巻
い
て
納
め
た
ま
ま
、
皮
革
部
が
腐
朽
し
、
金
銅
部
分
の
み

が
残
存
し
た
如
き
状
態
で
あ

っ
た
。

か
　
こ
　
　
　
じ
ゅ
ん
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
と
も

一
括
の
内
訳
は
、
餃
具

一
、
巡
方
三
、
同
裏
金
具
二
、
九
輛
七
、
同
裏
金
具

五
で
あ
る
。

餃
具
は
、厚
さ
○

，
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
方
形
の
青
鋼
板
を
二
つ
折

り
に
し
、
鋳
鋼
製
の
金
具
を
は
さ
ん
だ
も
の
で
、
鉄
製
刀
子
が
銹
着
し
て
い
る
。

こ
れ
は
魚
袋
刀
子
と
し
て
帯
に
付
属
し
て
い
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
餃
具

の
長
さ
六

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
四

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
鮭
鉢
を
欠
く
。

巡
方
は
横
三

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
三

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
方

形
で
、
四
方
に
折
り
返
し
が
付
け
ら
れ
た
形
で
、
高
さ
は
Ｏ

・
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
前
後
、
裏
面
四
方
に
四
本
の
鋲
が
あ
り
、
鋲
の
先
が
二
１
三
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
裏
面
か
ら
突
出
す
る
。
ま
た
正
面
下
半
に
長
さ
二

・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
幅
○

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
透
孔
が
あ
り
、
鋳
製
で
あ
る
。
裏
板

は
巡
方
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
を
し
た
厚
さ
○

。
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
鋼

板
で
、
四
方
に
鋲
を
受
け
る
孔
が
打
ち
抜
か
れ
て
い
る
。
鋳
製
で
ヤ
ス
リ
の
痕

の
残
る
も
の
も
あ
る
。

九
輛
は
半
円
形
で
横
三

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
二

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
、
周
辺
は
折
り
返
さ
れ
た
形
で
、
高
さ
は
○

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

前
後
、
下
方
に
長
さ
二

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

蕨
手
横
刀
が
あ
る
。

- 5 -



ほ
ど
の
透
し
孔
が
あ
る
。
裏
百
に
は
項
点
及
び
左
右
下
方
に
計
三
本
の
鋲
が
鋳

出
さ
れ
、
鉄
の
先
は
三
１
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
裏
面
か
ら
突
出
す
る
。
丸
輌

の
裏
金
具
も
、
九
柄
と
同
大
で
、
三
方
に
錬
受
け
の
孔
が
打
ち
抜
か
れ
る
。
共

に
鋳
製
で
あ
る
。

巡
方
、
丸
輛
と
も
全
面
に
緑
青
が
吹
い
て
い
る
が
、
渡
金
の
痕
跡
が
見
ら
れ

玄つ
。な

お
、
正
倉
院
蔵
紺
玉
帯
な
ど
の
所
見
よ
り
、
鈴
帯
金
具
の

一
括
は
、
餃
具

だ

び

一
、
巡
方
四
、
九
輛
八
、
徒
尾

一
か
ら
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調

査
に
あ
た

っ
て
は
鈍
尾
は
発
見
さ
れ
ず
、
ま
た
帯
の
止
め
孔
に
付
け
ら
れ
る
飾

り
金
具
な
ど
も
出
土
し
な
か
っ
た
。

・
鉄
製
刀
子

前
述
の
鈴
帯
金
具
と
共
に
、
餃
具
に
銹
び
着
い
て
出
土
し
た
。
全
長

一
二

・

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
○

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
本
製
品
が
僅
か
に
付

着
し
て
い
る
。
出
土
状
況
か
ら
推
す
に
、
腰
帯
に
付
属
す
る

「魚
袋
」
刀
子
で

あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

・
蕨
手
横
刀

全
長
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刀
身
の
長
さ
約
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刀

身
の
幅
四

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
蕨
手
横
刀
で
、
切
刃
カ
マ
ス
造
り
の
刀
身

つ
ば

に
蕨
手
状
の
柄
を

一
体
と
し
て
造
り
出
し
、
柄
頭
に

一
孔
を
有
す
る
。
　

鐸
は

叫
鰐
鐸
で
、
鞘
は
木
質
部
が
朽
損
し
、
二
箇
所
に
足
金

の
残
欠
が
見
ら
紅
な

の

み
で
あ
る
。

◎

土

　

　

器

（図
版

８
の
下
）

鳥
矢
崎

一
号
墳
、
二
号
墳
よ
り
出
上
し
た
土
器
は
復
元
可
能
な
も
の
五
点
、

及
び
小
破
片
十
数
点
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
土
器
は
、
第

一
号
墳
出
土
の
、
土

師
器
郷
、
鉢
、
須
恵
器
甕
、
第
二
号
墳
出
土
の
土
師
器
壷
、
須
恵
器
台
付
必
で

あ
る
。
以
下
各
土
器
の
特
徴
を
述
べ
る
。

・
土
師
器
堺

（図
　
１
）

日
径
約

一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（復
元
径
）

の
平
底
の
界
で
あ
る
。
第

一
号
墳
前
庭
部
外
側
の
周
追
中
よ
り
破
砕
し
て
出
土

し
た
。
外
面
明
褐
色
、
内
面
は
内
黒
で
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
口
縁

が
や
や
内
反
気
味
で
、
帳
櫨
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
底
部
は
無
文
で
、
や
や

外
方
に
張
り
出
し
て
い
る
。
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。

・
土
師
器
鉢

（図
　
３
）

口
径

一
〓
下

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
径
七

。
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
〇

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（復
元
径
）
の
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
第

一
号
墳
出

土
品
。
外
面
赤
褐
色
で
、　
今
マ
ミ
ガ
キ
は
見
ら
れ
な
い
。
丸
味
を
滞
び
た
胴
部

の
上
に
外
反
す
る
頸
部
が
付
け
ら
れ
、
底
部
は
平
底
で
あ
る
。
頸
部
内
外
面
及

び
胴
部
内
面
に
刷
毛
目
状
の
調
整
痕
が
見
ら
れ
る
。
胎
土
に
砂
が
混
じ
っ
て
い

る
。
槻
櫨
使
用
痕
は
な
い
。

・
土
師
器
壺

（図
　
５
）

口
径

一
七

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
部
最
大
径
三
二

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
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ル
、
底
径

一
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
二
三

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

（日
径
を
図
上
復
元
し
左
右
対
称
と
見
た
測
定
値
）
第
二
号
墳
周
追
内

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
外
Ｈ
な
も
明
褐
色
で
、
内
面
は
や
や
暗
い
明

褐
色
で
あ
る
。
口
縁
は
直
立
気
味
で
、
胴
部
は
中
央
付
近
に
最
大
径
が
あ
る
。

特
徴
と
し
て
は
口
縁
部
か
ら
胴
部
、
靴
ば
か
け
て
ヽ
幅

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か

ら

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
粘
土
紐
の
痕
跡
が
十
段
ほ
ど
残

っ
て
い
る
。

内
面
で
は
こ
の
継
ぎ
目
は
ほ
と
ん
ど
磨
消
さ
れ
て
い
る
。
但
し
欠
損
部
分
が
多

い
た
め
、
こ
れ
が
粘
土
紐
巻
上
げ
の
農
跡
で
あ
る
か
、
輸
積
み
痕
で
あ
る
か
は

不
明
で
あ
る
。
胴
部
下
半
は
箆
で
整
形
さ
れ
て
い
る
。
底
部
は
や
や
外
方
に
張

り
出
し
、
底
面
は
無
文
で
あ
る
。
機
櫨
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
胎
土
は
密
で

あ
る
。

・
須
恵
器
台
付
堺

（図
　
２
）

口
径

一
四

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一島
台
径
八

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（以

上
復
元
径
）
高
さ
六

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
第
二
号
墳
周
追
及
び
封

土
中
か
ら
破
片
と
な
っ
て
出
土
し
た
。
内
外
面
と
も
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
で
、

直
線
的
な
立
上
が
り
を
も
ち
、
底
部
付
近
に
陵
を
有
す
る
必
部
を
槻
櫨
整
形
に

よ

っ
て
作
り
出
し
、
範
櫨
か
ら
切
り
離
し
た
後
、
底
面
に
高
台
を
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
高
台
は
外
反
し
高
さ
は

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
胎
土
は

緻
密
で
焼
成
も
良
好
で
あ
る
。

・
須
恵
器
奏

（図
　
４
）

口
径
二
〇

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
部
最
大
径
二
七

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
底
径

一
二

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
九

・
Ｏ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

平
底
の
甕
で
あ
る
。

（口
径
を
図
上
復
元
し
、
折
り
返
し
作
図
に
よ
る
計
測
値
）

第

一
号
墳
前
庭
部
出
土
。
赤
味
が
か

っ
た
暗
褐
色
で
、
焼
成
は
堅
緻
で
あ
る
。

胴
部
は
九
味
を
お
び
、
胴
部
最
大
径
は
や
や
上
寄
り
に
あ

っ
て
肩
を
有
す
る
。

頸
部
は
外
反
し
、
日
唇
部
は
や
や
厚
く
な

っ
て
い
る
の
み
で
、
隆
帯
や
ひ
ね
り

返
し
は
見
ら
れ
な
い
。
底
部
は
揚
底
風
の
平
底
で
あ
る
。
胴
部
上
半
は
内
外
面

と
も
娩
櫨
痕
が
残
り
、
刷
毛
状
の
器
具
に
よ
る
調
整
が
見
ら
れ
る
。
胴
部
下
半

は
箆
整
形
を
受
け
て
あ
る
。
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。

一

ハ

、

　

考

察

本
古
墳
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
い
く

つ
か
の
箇
条
に

分
け
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

Ｕ
　
本
古
墳
は
、
三
三
基
が
群
集
墳
の
形
を
な
し
て
い
る
点
で
は
古
墳
末
期

の
同
族
墓
群
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
古
墳
群
は
い
ち
じ

る
し
い
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
二
号
墳
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
木

棺
直
葬
の
形
を
と
る
も
の
と
、
第

一
号
墳
の
よ
う
に
石
室
を
と
も
な
う
も
の

と
、
ま

っ
た
く
構
造
を
異
に
す
る
二
種
類
の
古
墳
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
発
掘
し
た
も
の
は
た
ま
た
ま
二
基
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は

こ
の
群
集
墳
の
二
つ
の
構
造
体
の
違
い
を
代
表
し
て
い
た
も
の
と
い
っ
て
よ

い
。
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と
こ
ろ
で
、
本
棺
直
葬
の
第
二
号
墳
は
、
こ
れ
を
中
央
系
高
塚
古
墳
の
辺
境

形
態
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
第

一
号
墳
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
横

穴
式
に
石
室
を
設
け
て
、
機
能
的
に
は
堅
穴
式
に
使
用
さ
れ
る
古
墳
は
、
明
白

に
北
方
蝦
夷
古
墳
型
で
あ
る
。
こ
の

一
号
型
古
墳
は
、
岩
手
県
東
磐
井
郡
杉
山

古
埃
、
和
賀
郡
猫
谷
地

・
五
条
丸
古
墳
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
青
森
県
八

戸
方
面
ま
で
そ
の
系
列
の
展
開
を
見
る
が
、
杉
山
古
墳
を
南
限
と
し
て
、
宮
城

県
に
は
そ
の
延
長
が
登
米
郡
中
田
町
に
見
ら
れ
る
以
外
、
他
に
は
及
ば
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
今
、
そ
れ
が
栗
原
郡
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
し
か

も
、
南
方
型
の
も
の
と
共
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
古
墳

文
化
の
研
究
史
上
、
新
し
い
知
見
で
あ
り
、
こ
の
地
の
歴
史
的

・
文
化
的
な
性

格
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
　
金
銅
製
勢
帯
金
具
の
よ
う
な
も
の
を

一
セ
ン
ト
、
魚
袋
刀
子
ま
で
と
も
な

う
よ
う
な
形
で
出
土
し
た
例
は
、
東
北
の
古
墳
と
し
て
は
、
ま

っ
た
く
新
例
で

あ
る
。
組
合
せ
木
棺
が
底
板

。
側
板
と
も
に
か
な
り
良
好
な
状
態
で
出
土
し
た

こ
と
も
、
こ
の
古
墳
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

金
鋼
製
鈴
帯
金
具
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
古
代
律
令
官
人
の
身
分
を
表
示

す
る
属
性
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
人
は
こ
こ
に
葬
ら
れ
る
地
元
人
で
あ

っ
た
こ

と
か
ら
い
っ
て
、
栗
原
地
区
に
お
い
て
、
律
令
時
代
に
律
令
官
人
と
し
て
の
身

分
を
か
ち
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
古
墳

群
の
被
葬
者
の
性
格
は
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な

っ
て
く
る
。

団
　
栗
原
郡
地
帯
に
お
い
て
、
律
令
官
人
の
末
端
に
ま
で
組
織
さ
れ
た
地
元
首

長
層
の
家
柄
と
し
て
は
、
伊
治
公
皆
麻
呂
の

一
族
を
考
え
る
よ
り
ほ
か
な
い
。

伊
治
公
皆
麻
呂
は
、
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
、
征
戦
の
功
に
よ
り
外
従
五
位
を
授

け
ら
れ
、
宝
亀
十

一
年
、
い
わ
ゆ
る
伊
治
公
皆
麻
呂
の
乱
で
陸
奥
公
権
に
反
旗

を
ひ
る
が
え
す
時
に
は

「上
治
郡
大
領
」

っ
ま
り
の
ち
の
栗
原
郡
司
に
な
っ
て

い
た
。
か
れ
は
最
後
は
律
令
国
家
の
反
徒
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
号
墳

を
も

っ
て
、
そ
の
皆
麻
呂
の
墳
墓
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
ぅ
が
、
し

か
し
、
か
れ
以
前
、
律
令
国
家
の
隆
奥
経
営
が
こ
の
方
面
に
及
ん
だ
こ
ろ
か
ら
、

伊
治
公
と
の
接
触
を
求
め
て
国
府
当
局
が
そ
の
入
貢

・
服
属
を
促
し
、
そ
の
準

官
人
扱
い
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
想
像
し
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
地

に
伊
治
城
が
設
け
ら
れ
る
神
護
景
雲
元
年

（七
六
七
）
前
後
か
ら
の
こ
と
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
古
墳
群
の
上
限
は
、
も
う
す
こ
し
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
号
墳
の
年
代
は
た
し
か
に
神
護
景
雲
の
こ
ろ
か
ら
宝
亀
の
こ
ろ
だ

っ
た
に

し
て
も
、
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
古
墳
を
営
み
は
じ
め
た
の
は
、
伊
治
公
家
が
正

式
に
律
令
官
僚
に
仲
間
入
り
す
る
よ
り
も
前
で
あ

っ
た
ろ
う
。
第
二
号
墳
の
葬

法
は
か
な
り
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
第

一
号
墳
の
形
式
は
北
方
か
ら

異
質
の
葬
法
を
伝
え
て
お
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
こ
の

古
墳
群
は
か
な
り
の
歴
史
を
経
過
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
理

由
か
ら
そ
う
い
う
の
で
あ
る
。

出
土
土
師
器

・
須
恵
器
の
年
代
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
八
世
紀
初
期
、
く
だ

っ

て
九
世
紀
。
ま
ず
、
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
九
世
紀
初
期
ご
ろ
ま
で
を
時
間
帯
と
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す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
伊
治
公

一
族
の
歴
史
と

ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

い
　
伊
治
城
の
経
営
は
、
胆
沢
へ
の
布
石
で
も
あ

っ
た
。
告
麻
呂
の
反
乱
は
い

つ
の
間
に
か
胆
沢
戦
争
に
移
行
し
、
大
墓
公
阿
二
流
為
の
抗
戦
に
吸
い
こ
ま
れ

て
い
る
。
皆
麻
呂
の
乱
が
お
こ
る
前
か
ら
、
胆
沢
の
賊
は
、
北
上
川
を
お
も
な

寇
道
と
し
て
、
登
米

・
栗
原
方
面
に
大
規
模
な
南
下
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
意

味
で
は
、
伊
治
公
皆
麻
呂
の
乱
と
い
え
ど
も
、
胆
沢
の
動
き
と
の
関
連
で
お
こ

っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

栗
原
に
北
方
系
つ
ま
り
蝦
夷
系
の
古
墳
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
ま
ず
こ
の
人
世
紀
末
の
奈
良
朝
末
期
ご
ろ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第

一
号
墳
を
も

っ
て
そ
の
標
式
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
か
ら
蝦
夷
型
古
墳
が
は
じ
ま

っ
て
北
に
及
ん
だ
の
で
あ

っ
て
、
北

か
ら
南
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
も
、
あ
る
い
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
第

一
号
墳
型
が
第

一
次
型
、
第
二
号
墳
が
第

二
次
型
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
鳥
矢
崎
古
墳
が
蝦
夷
型
古
墳
の
は
じ
ま
り
で
、
こ
こ
か
ら
北
に

そ
の
影
響
が
及
ん
だ
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
第

一
号
墳
型

が
支
配
的
な
ま
と
ま
り
を
示
す
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
、
第

一
・、
第
二
の
様
式
が
混
在
し
、
お
そ
ら
く
両
者
相
半
ば
す
る
か
、
な
い

し
は
第
二
号
墳
型
が
多
く
な
る
見
込
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
第

一
号

型
が
古
く
第
二
号
型
が
新
し
い
根
拠
は
何
も
な
い
。
全
体
と
し
て
は
同
時
代
奈

良
朝
型
の
な
か
で
、
相
対
的
に
は
第
二
号
型
が
先
行
し
、
第

一
号
型
が
遅
れ
る

と
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま

っ
た
く
同
時
の
並
行
発
生
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
し
か
る
に
、
北
方
の
猫
谷
地

・
五
条
九
な
い
し
熊
ノ
堂
な
ど
の
和

賀

・
稗
貫
方
面
で
は
、
こ
の
鳥
矢
崎
と
ま

っ
た
く
同
時
か
、
む
し
ろ
と
れ
に

一

歩
先
ん
ず
る
時
代
に
、
第

一
号
墳
型
の
古
墳
で
統

一
さ
れ
た
古
墳
様
式
を
す
で

に
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
方
面
で
は
和
同
開
な
も
出
土
し
て
、
そ
の
営
造
年
代

が
奈
良
時
代
も
そ
う
く
だ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
嗜
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鳥
矢
崎
で
は
、
南
方
型
＝
中
央
型
の
古
墳
が
第
二
号
墳

型
の
様
式
で
営
ま
れ
る
こ
ろ
、
北
方
で
は
第

一
号
墳
型
の
蝦
夷
型
古
墳
が
大
規

模
に
営
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
あ
る
時
期
、
お
そ
ら
く
こ
こ
の
古
墳
の

末
期
段
階
に
な

っ
て
、
そ
の
北
方
文
化
の
影
響
の
も
と
に
、
第

一
号
墳
型
が
第

二
号
墳
型
に
代
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
単
な
る
文
化
の
影
響
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
重
要
な
問
題
に
か
か
わ

る
。
奈
良
時
代
の
初
中
期
ご
ろ
ま
で
、
南
か
ら
北

へ
、　
一
方
的
に
進
ん
で
い
た

律
令
国
家
の
指
導
性
が
、
奈
良
朝
末
期
か
ら
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
の
人
世
紀

末
に
、　
一
時
後
退
し
、
北
の
勢
力
、
胆
沢
に
結
集
さ
れ
た
北
方
蝦
夷
勢
力
が
、

宮
城
県
北
ま
で
大
規
模
に
進
出
し
て
き
て
い
る
の
に
か
か
わ

っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

働
　
栗
原

・
登
米
地
方
は
、
古
代
国
家
が
奈
良
時
代
の
う
ち
に
経
営
し
た
内
国

型
風
土
の
北
限
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
と
並
行
す
る
末
期
古
墳
の
分

布
と
も

一
致
し
て
い
た
。
中
央
型
の
高
塚
古
墳

・
横
穴
古
墳
は
、
こ
の
地
区
を
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も

っ
て
北
限
と
し
て
い
る
。
岩
手
以
北
に
は
胆
沢
郡
の
角
塚
の
よ
う
な
も
の
を

例
外
と
し
て
、
こ
の
吉
墳
は
ひ
ろ
ま
ら
な
い
。
そ
し
て
横
穴
式
に
石
室
を
営
み

実
際
は
堅
穴
式
石
室
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
退
化
様
式
、
い
わ
ゆ
る
蝦
夷
塚

様
式
が
支
配
し
て
い
る
。

鳥
矢
崎
古
墳
は
、
そ
の
二
つ
の
古
墳
様
式
の
接
点
に
あ
る
古
墳
で
あ
る
。
中

央
型

・
北
方
型
二
つ
の
様
式
を
あ
わ
せ
持

っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
古
代
に
お

け
る
二
つ
の
東
北
、
ひ
ろ
く
い
え
ば
二
つ
の
日
本
の
落
ち
合

い
を
体
現
し
た
文

化
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
地
区
に
お
け
る
蝦
夷
経
営

の
歴
史
の
複
雑
な
流
れ
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
西

か
ら
東

へ
、
南
か
ら
北

へ
進
む
政
治
を
本
流
と
し
な
が
ら
、
反
対
に
東
か
ら
西

へ
、
北
か
ら
南

へ
と
進
む
逆
流
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
も

っ
と
も
大
規
模
に
は
奈

良
末
―
平
安
初
期
の
蝦
夷
反
乱
と
し
て
組
織
さ
れ
、
伊
治
公
族
が
こ
れ
を
に
な

っ
て
歴
史
に
登
場
す
る
。
鳥
矢
崎
古
墳
群
は
、
そ
の
本
流

・
逆
流
の
交
錯
す
る

歴
史
を
矛
盾
す
る
二
つ
の
文
化
様
式
の
統
合
と
ｔ
て
体
現
し
た
も
の
と
い
っ
て

よ
い
の
で
あ
る
。
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